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今
月
の
主
な
紙
面

●第34回電気工事業全国大会　 1～ 8面

●秋の叙勲褒章　 9面

●工組だより　 11面

●青年部活動報告　 12面

第34回 電気工事業全国大会
　

大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

『
絆
を
深
め
、
業
界
の
発
展

に
つ
な
げ
よ
う
、
び
わ
湖
の

風
に
乗
せ
て
！！
』。
サ
ブ
テ

ー
マ
に
『
イ
ン
フ
ラ
の
要
を

担
う
電
気
工
事
業　

広
げ
よ

う　

高
め
よ
う　

そ
の
や
り

が
い
を
！！
』『
コ
ロ
ナ
に
負

け
る
な
！！
一
致
団
結
で
、
今

こ
そ
示
そ
う
我
々
の
底
力
』

を
掲
げ
、
組
合
活
性
化
研
修

会
と
式
典
を
行
っ
た
。

　

式
典
で
米
沢
会
長
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
全
国
組
織
と
し
て
の
絆

の
固
さ
、
結
束
力
の
強
さ
を

確
か
め
合
う
大
会
を
開
催
で

き
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
た

後
、「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は

社
会
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
と
い
う
誇
り
と
使
命
感

を
も
っ
た
仕
事
で
あ
る
。
仕

事
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し

て
お
り
、
そ
し
て
地
域
の
人

々
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
、
こ
ん
な
仕
事
は
な

か
な
か
無
い
と
思
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
仕

事
を
選
ん
だ
こ
と
に
感
謝
と

幸
せ
を
感
じ
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
け
て
、「
電
気
工
事
業

界
は
国
民
の
豊
か
な
生
活
や

産
業
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
を
担

う
と
い
う
強
い
自
覚
と
自
負

心
に
加
え
、
24
時
間
に
亘
り

電
気
を
送
り
届
け
る
と
い
う

使
命
感
と
義
務
は
い
つ
の
時

代
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

昨
今
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
社
会

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。今
後
と
も
、

広
く
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る

事
業
を
展
開
し
て
い
く
」
こ

と
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
工
事
業
界
に

信
念
と
情
熱
で
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
つ

対
す
る
社
会
の
関
心
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
Ｄ
Ｘ
化
等
、

急
速
に
変
化
す
る
時
代
に
遅

滞
す
る
こ
と
な
く
、
潮
流
を

読
み
、
事
業
を
構
築
し
、
信

念
と
情
熱
で
さ
ら
に
ス
ピ
ー

ド
感
が
あ
る
全
日
電
工
連
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
と

い
う
原
点
に
帰
り
、
お
客
様

目
線
で
社
会
の
信
頼
に
応
え

全日本電気工事業工業組合連合会

会 長 米 沢　 寛

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
（
米
沢
寛
会
長
）
主
催
、
関
西
電
気
工
事
工

業
会
（
橋
詰
源
治
会
長
）
主
管
に
よ
る
第
34
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
11
月
11
日
、

滋
賀
県
大
津
市
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
来
賓
代
表
と
組
合
員
代
表

者
を
会
場
定
員
の
半
分
で
あ
る
5
0
0
名
以
内
に
限
定
し
て
実
施
。
会
場
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
組
合
員
向
け
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ブ
を
活
用
し
、全
国
に
配
信
を
行
っ
た
。

広
く
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
展
開

い
市
場
作
り
を
め
ざ
す
」「
コ

ロ
ナ
禍
後
に
確
実
に
進
化
し

地
域
社
会
と
と
も
に
歩
む
業

界
」
を
掲
げ
た
大
会
決
議
を

採
択
し
た
。

　

ま
た
2
0
2
2
年
度
に
開

催
さ
れ
る
第
4
回
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会
の
概
要

を
報
告
。
2
0
2
3
年
度
に

開
催
さ
れ
る
第
35
回
電
気
工

事
業
全
国
大
会
（
東
北
・
福

島
）
の
案
内
と
Ｐ
Ｒ
も
行
わ

れ
た
（
組
合
活
性
化
研
修
会

・
大
会
式
典
な
ど
の
詳
細
は

2
〜
8
面
に
掲
載
。
大
会
当

日
の
模
様
は
、
Y
o
u
T
u

b
e
で
12
月
ま
で
配
信
さ
れ

る
予
定
）。

ら
れ
る
組
織

を
目
指
す
努

力
を
重
ね
て

い
く
」
考
え

を
示
し
た
。

　

大
会
式
典

で
は
、
来
賓

祝
辞
、
組
合

役
員
功
労
者

表
彰
、
優
良

事
業
工
組
表

彰
、
優
良
事

業
工
組
金
賞

受
賞
事
業
・

青
年
部
優
良

活
動
事
業
発

表
を
実
施
。

　

そ
の
後
、

参
加
者
共
通

の
総
意
と
し

て
「
Ｄ
Ｘ
化

に
先
行
す
る

技
術
者
の
育

成
強
化
を
図

る
電
気
技
術

者
集
団
」「
業

界
の
新
し
い

働
き
方
を
実

現
し
、
正
し

原
点
に
帰
り
安
全
・
安
心
を
提
供
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祝
辞
を
頂
い
た

ご
来
賓
の
方
々

江島 宏治 滋賀県副知事杉江 達秀 大津市副市長
関西電力送配電株式会社
土井 義宏 代表取締役社長

経済産業省 大臣官房
苗村 公嗣 審議官　

国土交通省
不動産・建設経済局　建設市場整備課
専門工事業・建設関連業振興室

渡邉 哲也 課長補佐

開会宣言
関西電気工事工業会

橋詰 会長
　

大
会
主
管
で
あ
る
関
西
電

気
工
事
工
業
会
の
橋
詰
源
治

会
長
が
、「
全
国
各
地
か
ら

ご
来
会
い
た
だ
い
た
組
合
員

・
青
年
部
代
表
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
本
大
会
が

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
新

た
な
1
ペ
ー
ジ
と
な
る
こ
と

を
願
う
」
と
の
開
会
宣
言
で

幕
を
開
け
た
大
会
式
典
は
、

国
歌
黙
唱
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表

し
て
米
沢
会
長
が
今
後
の
全

日
電
工
連
の
取
り
組
み
や
方

針
な
ど
を
述
べ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
経
済
産

業
省
の
苗
村
公
嗣
大
臣
官
房

審
議
官
が
「
近
年
、
自
然
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
顕

著
で
あ
る
。
電
力
の
安
定
供

給
の
確
保
は
、
人
命
に
関
わ

る
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
早
期
の
停
電
復
旧
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
電
気
工
事
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る

一
方
で
、
電
気
工
事
士
の
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
。
第

一
種
電
気
工
事
士
の
実
務
経

験
年
数
の
短
縮
化
を
本
年
4

月
に
行
い
、
ま
た
女
性
活
躍

の
観
点
か
ら
、
電
気
工
事
業

で
女
性
が
働
き
や
す
く
な
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら

な
る
環
境
整
備
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
を
通
じ

て
、
現
場
で
活
躍
さ
れ
る
皆

様
が
絆
を
深
め
、
心
地
よ
い

び
わ
湖
の
風
を
感
じ
な
が

ら
、
本
日
の
大
会
が
実
り
あ

る
も
の
と
な
り
、
今
後
の
業

界
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

国
土
交
通
省
の
渡
邉
哲
也

不
動
産
・
建
設
経
済
局
建
設

市
場
整
備
課
専
門
工
事
業
・

建
設
関
連
業
振
興
室
課
長
補

佐
は
「
電
気
設
備
は
国
民
生

活
や
経
済
活
動
に
決
し
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
り
、
皆
様
は
こ

の
設
備
の
整
備
、
保
全
、
さ

ら
に
は
緊
急
時
の
災
害
対
応

な
ど
、
極
め
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
建
設
産
業

は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
技
能
労
働
者
の
高
齢

化
や
大
量
離
職
期
が
間
近
に

迫
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

国
土
交
通
省
は
、
将
来
の

担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

安
定
的
か
つ
持
続
的
な
公
共

投
資
の
確
保
を
図
る
と
共

に
、
職
場
改
善
や
働
き
方
改

革
に
取
り
組
み
、
建
設
業
は

給
料
が
よ
く
、休
暇
が
取
れ
、

希
望
が
も
て
る
、
い
わ
ゆ
る

新
3
Ｋ
と
い
わ
れ
る
魅
力
的

な
産
業
と
な
る
よ
う
、
よ
り

一
層
取
り
組
み
を
促
進
し
て

い
く
。

　

貴
連
合
会
は
、
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会
の
開
催

を
は
じ
め
、
各
種
事
業
を
通

じ
て
電
気
工
事
に
携
わ
る
人

材
の
確
保
・
育
成
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き

続
き
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進

し
て
い
た
だ
き
、
建
設
産
業

の
よ
り
一
層
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

滋
賀
県
知
事
（
代
読
：
江

島
宏
治
副
知
事
）
は
、「
全

国
各
地
で
局
地
的
豪
雨
に
よ

る
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

本
県
で
も
、
8
月
13
日
か
ら

降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
り
多

く
の
家
屋
が
浸
水
し
た
ほ

か
、
土
砂
崩
落
で
国
道
や
県

道
が
通
行
止
め
に
な
る
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
た
。
近
年

こ
の
よ
う
な
豪
雨
災
害
は
全

国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
て
お
り
、
人
々
の
災
害

に
対
す
る
意
識
は
増
々
高
ま

っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
本
県
で
は
平
成

24
年
3
月
に
滋
賀
県
電
気
工

事
工
業
組
合
と
災
害
時
に
お

け
る
応
急
・
救
援
活
動
へ
の

応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
災
害
時
の
避
難
所
に
お

け
る
電
気
設
備
等
の
迅
速
な

復
旧
に
向
け
た
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
と
も
安
全
・
安
心
の

確
保
の
た
め
、
お
力
添
え
を

賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

大
津
市
長
（
代
読
：
杉
江

達
秀
副
市
長
）
は
「
全
国
各

地
か
ら
大
津
の
地
へ
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心

か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ
る
。

わ
が
国
で
は
電
気
工
事
業
の

み
な
ら
ず
、
技
術
の
継
承
が

大
き
な
課
題
と
さ
れ
る
中
、

本
日
の
大
会
が
様
々
な
地
域

の
仲
間
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
・
知
識
を
情
報
交
換

で
き
る
場
と
な
る
こ
と
で
、

技
術
の
継
承
や
新
た
な
未
来

の
創
出
な
ど
、
電
気
工
事
業

界
の
発
展
に
繋
が
る
実
り
の

あ
る
大
会
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。

　

ご
参
会
の
皆
様
方
に
は
せ

っ
か
く
の
機
会
で
あ
る
の

で
、
感
染
防
止
対
策
を
し
て

い
た
だ
き
、
日
本
最
大
の
湖

・
び
わ
湖
と
緑
豊
か
な
飛
騨
、

比
叡
の
山
並
み
、
悠
久
の
歴

史
と
文
化
の
街
を
時
間
の
許

メインテーマメインテーマ

絆
を
深
め
、
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う

絆
を
深
め
、
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う

び
わ
湖
の
風
に
乗
せ
て

び
わ
湖
の
風
に
乗
せ
て
!!!!
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す
限
り
ご
散
策
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

関
西
電
力
送
配
電
の
土
井

義
宏
代
表
取
締
役
社
長
は

「
昨
年
4
月
に
は
電
力
会
社

の
一
般
送
配
電
事
業
の
分
社

化
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
は
進
ん
で
い

る
。
社
会
を
支
え
る
基
幹
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
電
気
の
需

要
性
は
さ
ら
に
増
し
、
そ
れ

と
共
に
電
気
を
お
使
い
に
な

る
皆
様
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
も

今
後
さ
ら
に
高
度
化
・
多
様

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
、
私
共
電
気
関
係
事
業
者

は
引
き
続
き
良
質
で
低
廉
な

電
気
を
お
届
け
す
る
こ
と

で
、
社
会
の
皆
様
の
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
と
い
う

使
命
を
果
た
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

貴
連
合
会
は
、
電
気
工
事

士
の
育
成
や
技
能
・
技
術
の

伝
承
、
ス
マ
ー
ト
技
術
の
導

入
と
い
っ
た
電
気
保
安
人
材

不
足
の
解
消
に
係
る
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
私
共
と
貴
連

合
会
の
皆
様
と
が
一
層
絆
を

深
め
て
連
携
し
、
お
客
様
や

社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

全
日
電
工
連
会
長
表
彰
で

は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
電
気
工
事
業
界
の
発
展

に
寄
与
し
た
方
々
に
、
組
合

役
員
功
労
表
彰
と
し
て
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

受
賞
者
11
名
を
代
表
し
て
奈

良
県
電
気
工
事
工
業
組
合
の

福
本
幸
一
理
事
長
が
米
沢
会

長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。

　

第
5
回
目
の
実
施
と
な
る

優
良
事
業
工
組
表
彰
は
、
新

潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合
が

金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
銀
賞

3
工
組
、
銅
賞
1
工
組
、
優

良
賞
1
工
組
と
特
別
賞
に
2

工
組
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
後
に
は
、
金
賞
を
受

賞
し
た
新
潟
県
電
工
組
と
本

年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
4

回
青
年
部
優
良
活
動
発
表
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
北
海

道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
青

年
部
が
事
業
内
容
の
発
表
を

行
っ
た
。

　

大
会
決
議
は
、
広
く
社
会

の
付
託
に
応
え
る
た
め
、
一

歩
先
を
実
行
す
る
強
い
組
織

を
目
指
し
て
結
束
す
る
こ
と

を
藤
沢
一
三
副
会
長
が
表
明

し
、
決
議
文
を
米
沢
会
長
に

手
渡
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
第
4
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
、
技
能
競
技

委
員
会
を
担
当
す
る
安
田
耕

一
副
会
長
が
開
催
概
要
を
説

明
し
た
。

　

開
催
日
時
は
、
学
科
競
技

が
令
和
4
年
11
月
30
日（
水
）

・
実
技
競
技
が
令
和
4
年
12

月
1
日
（
木
）
で
、
会
場
は

神
奈
川
県
横
浜
市
の
横
浜
ア

リ
ー
ナ
。

　

出
場
選
手
枠
は
、
1
電
工

組
1
名
（
48
名
）・
ブ
ロ
ッ

ク
加
算
権
利
枠
10
名
・
女
性

の
部
9
名
・
学
生
の
部
9
名

の
最
大
76
名
が
各
部
門
の
競

技
課
題
で
競
い
合
う
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
に
福
島

県
で
開
催
さ
れ
る
第
35
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
の
開
催

地
あ
い
さ
つ
で
は
、
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
役
員
・
組
合
員
・

青
年
部
会
員
が
映
像
と
と
も

に
開
催
地
で
あ
る
福
島
県
を

Ｐ
Ｒ
し
て
参
加
を
呼
び
掛
け

た
。

　

嶋
野
貞
雄
副
会
長
は
閉
会

の
言
葉
で
「
昨
年
来
の
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
は
あ
る
が
、
電

気
工
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
少
の
地
域
間
格
差
は
あ

る
も
の
の
安
定
し
た
状
況

だ
。
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
電

気
工
事
業
界
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
時
代
の
潮
流
を
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え

る
と
と
も
に
、
大
会
決
議
の

通
り
、
安
全
安
心
を
前
提
と

し
て
お
客
様
に
満
足
を
提
供

す
る
街
の
電
気
ド
ク
タ
ー
を

目
指
す
」と
決
意
を
述
べ
た
。

た
組
合
員
・
青
年
部
員
の
総
意
と
し
て
、 

次
の
通
り
決
議
い
た
し
ま
す
。

一　

 

Ｄ
Ｘ
化
に
先
行
す
る
技
術
者
の
育
成

強
化
を
図
り
、
お
客
様
か
ら
信
頼
し

て
任
せ
ら
れ
る
電
気
技
術
者
集
団
を

め
ざ
す

一　

 

業
界
の
新
し
い
働
き
方
を
実
現
し
、

イ
ン
フ
ラ
の
要
を
担
う
電
気
工
事
業

界
の
発
展
・
繁
栄
に
向
け
正
し
い
市

場
作
り
を
め
ざ
す

一　

 

コ
ロ
ナ
禍
後
に
確
実
に
進
化
し
、
地

域
社
会
と
と
も
に
歩
む
業
界
を
め
ざ

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
種
事

業
を
具
現
化
す
る

　

以
上
、
関
係
行
政
並
び
に
諸
団
体
・
関

係
企
業
に
対
し
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
我
々
組
合
員
は
広
く

社
会
の
付
託
に
応
え
る
た
め
一
歩
先
を
実

行
す
る
強
い
組
織
と
結
束
を
目
指
す
こ
と

を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
一
日

大
会
決
議

　

古
来
、
近
江
を
制
す
る
者
は
天
下
を

制
す
と
称
さ
れ
琵
琶
湖
の
鮎
は
外
に
出

て
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
全
国
各
地
に
進
出
し

て
き
た
近
江
商
人
。
そ
の
勤
勉
性
は
商

業
で
栄
え
る
だ
け
で
な
く
地
域
の
発
展

に
お
お
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。　

 

昨
今
は
環
境
先
進
県
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
こ
こ
滋
賀
県

に
お
い
て
「
絆
を
深
め　

業
界
の
発
展

に
つ
な
げ
よ
う　

び
わ
湖
の
風
に
乗
せ

て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
サ
ブ
テ
ー

マ
に
「
イ
ン
フ
ラ
の
要
を
担
う
電
気
工

事
業　

広
げ
よ
う　

高
め
よ
う　

そ
の

や
り
が
い
を
」「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な　

一
致
団
結
で　

今
こ
そ
示
そ
う
我
々
の

底
力
」
を
掲
げ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
第
三

十
四
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
を
関
係

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
で
、
イ
ン
フ
ラ
を
担

う
業
界
と
し
て
、
災
害
時

の
復
旧
活
動
に
全
力
を
挙

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

折
か
ら
、
国
民
の
快
適

な
暮
ら
し
の
源
泉
で
あ
る

電
力
供
給
に
係
る
第
六
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
資
源
の

乏
し
い
我
が
国
に
お
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確
保

の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
地
球
温
暖

化
対
策
な
ど
は
業
界
挙
げ

て
の
必
須
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
に
全
国
か
ら
集
っ

閉会の辞を述べた
嶋野副会長

技能競技全国大会の
概要を説明した安田副会長

大会決議を表明した
藤沢副会長

「インフラの要を担う電気工事業 広げよう 高めよう そのやりがいを！！」

「コロナに負けるな！！ 一致団結で 今こそ示そう我々の底力」

サブテーマ

第4回 電気工事技能競技全国大会は横浜アリーナで開催

第35回 電気工事業全国大会の開催を東北ブロックがＰＲ

次
回
全
国
大
会
の
概
要
報
告

大会決議を米沢会長（左）に手渡す藤沢副会長
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全日本電気工事業工業組合連合会　会長表彰受賞者 （敬称略）

氏 名 工組名 事業所名

齊 藤 忠 樹 大阪府電気工事工業組合 株式会社 シンセイ

澤 田 博 幸 大阪府電気工事工業組合 澤田電気 株式会社

平 尾 憲 正 京都府電気工事工業組合 株式会社 平尾電機工業所

嵯峨根仁史 京都府電気工事工業組合 弥栄電設工業 株式会社

堀 口 　 繁 兵庫県電気工事工業組合 四国電設工業 株式会社

團 野 昌 宏 兵庫県電気工事工業組合 東京電器 株式会社

福 本 幸 一 奈良県電気工事工業組合 福本電工 株式会社

山 口 直 巳 奈良県電気工事工業組合 関西電工 株式会社

森 　 末 孝 滋賀県電気工事工業組合 有限会社 大晋電業

草 野 吉 方 滋賀県電気工事工業組合 株式会社 ケイテック

𠮷 川 幸 夫 和歌山県電気工事工業組合 近畿電設工業 株式会社

第5回　優良事業工組表彰　受賞工組一覧　　　　　　　　　　　　　■：事業改善・改革部門、■：新規事業部門、■：安全部門

工　　組 支部／青年部 事　　業　　名

金 賞 新潟県電気工事工業組合 本部 ■ 10年先の未来を見据えた「新潟県工組タスクフォース」の発足

銀 賞

北海道電気工事業工業組合 札幌支部青年部 ■ 教育機関連携事業　電気工事業界ＰＲ冊子製作

埼玉県電気工事工業組合 本部 ■埼玉県との太陽光発電サポート事業に関する協定の締結

島根県電気工事工業組合 青年部 ■若手社員安全研修会の実施について（危険感受性向上への取り組み）

銅 賞 岩手県電気工事業工業組合 本部 ■新規組合員加入促進事業

優 良 賞 広島県電気工事工業組合 青年部 ■（新入者向け）初心者研修

特 別 賞
山形県電気工事工業組合 酒田支部女性部 ■ 酒田電気工事協同組合　彩の会

沖縄県電気工事業工業組合 中部支部 ■子供達の貧困対策に関わる支援事業

組合役員功労者表彰・優良事業工組表彰組合役員功労者表彰・優良事業工組表彰

優 良 事 業 表 彰 は 8 工 組 が 受 賞

左から平尾氏、嵯峨根氏、齊藤氏、澤田氏、𠮷川氏、福本氏、團野氏、堀口氏、草野氏、森氏、山口氏

会
長
表
彰

会
長
表
彰

優 良 事 業 工 組 表 彰優 良 事 業 工 組 表 彰 金賞は新潟県電工組
　

優
良
事
業
工
組
表
彰
が
行
わ
れ
、
金
賞
を
受
賞
し
た
の
は
新
潟
県
の
『
10
年
先
の
未
来
を

見
据
え
た「
新
潟
県
工
組
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」の
発
足
』。
銀
賞
は
北
海
道
青
年
部
札
幌
支
部
、

埼
玉
県
、
島
根
県
、
銅
賞
は
岩
手
県
が
受
賞
。
優
良
賞
は
広
島
県
青
年
部
、
特
別
賞
に
は
山

形
県
の
酒
田
支
部
女
性
部
、
沖
縄
県
中
部
支
部
が
選
ば
れ
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
新
潟
県
と
、
青
年
部
会
員
大
会
の
優
良
活
動
発
表
で
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
北
海
道
青
年
部
「
令
和
2
年
度
北
海
道
高
等
学
校
電
気
科
教
育
研
究
会
総
会
・
研
究
協

議
会　

電
気
工
事
技
術
講
習
会
講
師
」
の
事
業
内
容
が
大
会
参
加
者
へ
発
表
さ
れ
た
。

優良事業工組表彰の金・銀・銅受賞工組
（左から北海道、埼玉、新潟、米沢会長、島根、岩手） 金賞を受賞した新潟県青年部の最優秀賞を受賞した北海道

　

組
合
役
員
功
労
者
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
組
合
育
成
強
化
に
尽
力
し
て
、
電
気
工
事
業

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
今
回
の
受
賞
者
は
11
名
（
左
表
）。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
奈
良
県
電
気
工
事
工
業

組
合
の
福
本
幸
一
理
事
長
（
写
真
左
）
が
、
表
彰

状
と
記
念
品
を
米
沢
会
長
か
ら
受
け
取
っ
た
。

業
界
・
組
合
へ
の
功
労
者

11
名
が
受
賞


